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論文内容の要旨  
 







II.  研究方法  
 中小規模病院に転職した既卒看護師 12 名に半構造化面接を行い、収集した
データは修正版グラウンデットセオリーアプローチにて分析を行った。  
III.  結果  
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ての４つのパターンのプロセスを通して、以前の職場の実践を次の職場に仲介
する役割（ブローカー）を担う可能性を示した。しかし、戦術喪失パターンに
陥る看護師のように、職場の実践に違和感がなくなってしまえば自分の知識や
技術を持ち込む機会を喪失している可能性もある。  
また、ブローカーとしての役割が知識や技術の仲介者として病棟の質を変える
存在になる可能性も示唆された。この結果は、看護管理者が働く場を移動した
看護師を職場の質を向上や変化をもたらす人的資源として、また看護師の定着
対策への新たな視点として提供できたと考える。本研究において働く場を移動
する看護師がたどるプロセスには４つのパターンという複雑さがあること、知
識や技術をブローカリングする役割を持っていることが示唆された。看護師が
移動をすることは、予想を超えた困難に直面することは避けられず、専門職と
して自力で学び続ける強さも求められるのである。  
 
 
論文審査結果の要旨  
 
本論文は中小規模の病院へ移動した看護師の新たな職場での適応プロセス
を、戦術という概念に立脚してとらえることで明らかした研究である。移動し
た看護師の適応プロセスを明らかにすることで、その看護師の活用を考え看護
の質の向上に寄与できる可能性をも見出し、看護管理学的に実践的な意義のあ
る論文であった。  
本人は、修士課程において哲学、心理学を修めており、そうした知識背景が
今回の研究の背景に活用されていた。看護職という専門職を社会の中で大きく
とらえ、多領域の思想を抑えた上で、看護界において意義のある研究成果を今
後も作り出してほしい。  
結果的に、研究対象者の全員が、新人看護師の際には急性期病院からスター
トし、現在は慢性期を扱う医療施設にいる看護師となっていた。そうした研究
対象の限界はあるものの、専門職である看護師が今後働く場を移動する状況が
増加していくと考えられる中、当事者である看護師にとっても、彼らを採用・
活用する看護管理者にとっても意義のある研究成果が得られており、博士論文
として適当と思われる。  
以上、本学位申請論文審査の結果、合格とする。  
 
